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四親王家実録 第Ⅳ期

閑院宮実録 全10巻

揃定価：本体250,000円＋税 ISBN978-4-8433-5729-3 C3321

全10巻四親王家実録第Ⅳ期 閑院宮実録
［監修］吉岡眞之／藤井讓治／岩壁義光 ●揃定価：本体250,000円＋税 ISBN978-4-8433-5729-3 C3321 B5判上製

〒101-0047 東京都千代田区内神田2-7-6

TEL .03（5296）0491 FAX.03（5296）0493
http://www.yumani.co.jp/e-mail eigyou@yumani.co.jp

●特におすすめしたい方● 日本中世史・近世史・近代史、日本文化

史・政治史などの研究者、大学図書館、公共図書館、関係研究機関など。

20.06/01.7000.RS

第1回配本・全6巻 揃定価：本体150,000円＋税 ISBN978-4-8433-5730-9 C3321 2020年7月刊行予定

◆第7巻・第8巻◆美
はる

仁
ひと

親王実録 全2巻（分売不可） 揃定価：本体50,000円＋税 ISBN978-4-8433-5734-7

◆第 9 巻◆孝
たつ

仁
ひと

親王実録（１） 全2巻（分売不可）

◆第10巻◆孝仁親王実録（２）／愛
なる

仁
ひと

親王実録 揃定価：本体50,000円＋税 ISBN978-4-8433-5735-4

第2回配本・全4巻 揃定価：本体100,000円＋税 ISBN978-4-8433-5731-6 C3321 2020年12月刊行予定

▼
関
連
企
画
▲

天皇皇族実録 全135巻＋補巻 A5判上製・函入

藤井讓治／吉岡眞之 監修 ●揃定価：本体2,516,000円＋税

近世有栖川宮歴代行実集成 全7巻

岩壁義光 監修・解題 A5判上製・函入
●揃定価：本体155,000円＋税 ISBN978-4-8433-4099-8 C3321

「明治天皇紀」談話記録集成 全9巻

堀口 修 監修・編集 A5判上製
●揃定価：本体144,000円＋税 ISBN978-4-8433-0901-8 C3321

皇族軍人伝記集成 全16巻

佐藤元英 監修・解説

●揃定価：本体380,000円＋税 A5判上製・函入

大正天皇実録 補訂版
宮内省図書寮 編修／岩壁義光 補訂 全6巻＋別巻1
●揃定価：本体65,800円＋税 ISBN978-4-8433-5038-6 C3321
大正天皇崩御90年を迎え、「天皇紀」、「天皇実録」中、唯一未公刊であっ
た「大正天皇実録」を補訂して刊行。 菊判上製・化粧函入

◆第一◆ 明治12年～明治33年／御幼少・皇太子時代 既刊

◆第二◆ 明治34年～明治40年／御結婚後の皇太子時代前期 既刊

◆第三◆ 明治41年～明治44年／御結婚後の皇太子時代後期 既刊

◆第四◆ 明治45年・大正元年～大正4年／天皇時代前期 既刊

◆第五◆ 大正5年～大正9年／天皇時代中期 2020年５月刊

◆第六◆ 大正10年～昭和2年／天皇時代後期 ◆別巻◆ 索引・解説

＊2016年12月配本開始。以降、10ヶ月毎、巻数順に一巻ずつの配本予定。
＊各巻定価：第一～第六＝本体8,800円＋税、別巻＝本体13,000円＋税

昭和天皇戦後巡幸資料集成 全18巻
瀬畑源 監修・解説 ●揃定価：本体290,000円＋税 ISBN978-4-8433-5343-1 C3321 新憲法下において日本人は「人間」天皇をいかに捉えたか。

各地域の県立・市立図書館、大学図書館等に保存されていた戦後巡幸に関する公式記録「巡幸誌」をできる限り収集・復刻、全国的に通覧可能とした。
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井
讓
治

岩
壁
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光

『
天
皇
皇
族
実
録
』の
真
の
意
味
で
の
完
成
を
期
し
、

『
四
親
王
家
実
録
』を
は
じ
め
て
公
刊
。

全
57
巻
、
い
よ
い
よ
完
結
。

好
評
既
刊

◆第Ⅰ期◆伏見宮実録 全19巻 ●揃定価：本体475,000円＋税 ISBN978-4-8433-4791-1 C3321

◆第Ⅱ期◆桂宮実録 全7巻 ●揃定価：本体175,000円＋税 ISBN978-4-8433-5102-4 C3321

◆第Ⅲ期◆有栖川宮実録 全21巻 ●揃定価：本体525,000円＋税 ISBN978-4-8433-5319-6 C3321

◆第1巻・第2巻◆直
なお

仁
ひと

親王実録 全2巻（分売不可） 揃定価：本体50,000円＋税 ISBN978-4-8433-5732-3

◆第3巻～第6巻◆典
すけ

仁
ひと

親王実録 全4巻（分売不可） 揃定価：本体100,000円＋税 ISBN978-4-8433-5733-0

閑
院
宮

閑
院
宮
は
、
近
世
の
世
襲
親
王
家
の
内
、
最

後
に
創
設
さ
れ
た
宮
家
。享
保
三
年（
一
七
一
八
）、

霊
元
上
皇
が
直な

お

仁ひ
と

親
王
（
東
山
天
皇
第
六
皇
子
、

中
御
門
天
皇
同
母
弟
）
に
宮
号
と
所
領
一
千
石
を

下
賜
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
霊
元
天
皇
は
、
生

後
ま
も
な
く
養
父
・
後
光
明
天
皇
が
崩
御
し
、

元
服
後
に
兄
の
後
西
天
皇
（
有
栖
川
宮
家
当
主
か

ら
践
祚
）
の
譲
位
に
よ
っ
て
即
位
し
た
こ
と
か
ら

皇
統
維
持
へ
の
強
い
意
思
を
抱
い
て
お
り
、
閑

院
宮
創
設
に
先
立
ち
、
皇
子
の
職よ

り

仁ひ
と

親
王
お
よ

び
文あ

や

仁ひ
と

親
王
を
そ
れ
ぞ
れ
有
栖
川
宮
、
京
極
宮

（
後
の
桂
宮
）
の
養
嗣
子
と
し
て
継
承
さ
せ
て
い

る
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
後
桃
園
天
皇
の

崩
御
に
際
し
、
閑
院
宮
第
二
代
・
典す

け

仁ひ
と

親
王
の

王
子
師も

ろ

仁ひ
と

親
王
（
後
に
兼と

も

仁ひ
と

と
改
称
）
が
践
祚

（
光
格
天
皇
）、
現
在
の
皇
室
に
直
接
続
く
皇
統
と

な
る
。
四
親
王
家
で
は
伏
見
宮
と
と
も
に
明
治

以
降
も
存
続
し
た
が
、昭
和
二
二
年（
一
九
四
七
）、

第
七
代
・
閑
院
宮
春は

る

仁ひ
と

王
の
皇
籍
離
脱
に
よ
り

宮
家
と
し
て
は
終
焉
し
た
。

崇光天皇北３

伏見宮

貞常親王

伏見宮

貞成親王（後崇光院）

伏見宮

栄仁親王

伏見宮

貞建親王

伏見宮

邦永親王

伏見宮

貞致親王

伏見宮

邦尚親王

伏見宮

貞敬親王

伏見宮

邦頼親王

伏見宮

邦家親王

伏見宮

貞愛親王

伏見宮

博恭王

伏見宮

博義王

伏見宮

博明王

伏見宮

邦忠親王

伏見宮

貞行親王

後花園天皇102

正親町天皇106

誠仁親王（陽光院）

八条宮（桂宮）

智仁親王

八条宮（桂宮）

智忠親王
高松宮（有栖川宮）

好仁親王

後陽成天皇107

後水尾天皇108

霊元天皇112後光明天皇110 後西天皇111

有栖川宮

幸仁親王

有栖川宮

正仁親王

有栖川宮

職仁親王

有栖川宮

織仁親王

有栖川宮

韶仁親王

有栖川宮

幟仁親王

有栖川宮

威仁親王

晃
親
王
（
山
階
宮
第
一
代
）

載
仁
親
王
（
閑
院
宮
第
六
代
）

貞
教
親
王
（
伏
見
宮
）

博
経
親
王
（
華
頂
宮
第
一
代
）

智
成
親
王
（
北
白
川
宮
第
一
代
）

依
仁
親
王
（
東
伏
見
宮
第
一
代
）

朝
彦
親
王
（
久
邇
宮
第
一
代
）

彰
仁
親
王
（
小
松
宮
第
一
代
）

八条宮（桂宮）

穏仁親王
明正天皇109

職仁親王
※有栖川宮相続

常磐井宮（桂宮）

作　宮
京極宮（桂宮）

文仁親王

京極宮（桂宮）

家仁親王

京極宮（桂宮）

公仁親王

東山天皇113

中御門天皇114

桜町天皇115

桃園天皇116

後桃園天皇118

閑院宮
1直仁親王

閑院宮
2典仁親王

貞行親王

後桜町天皇117 閑院宮
3美仁親王

閑院宮
4孝仁親王

閑院宮
5愛仁親王

閑院宮
6載仁親王

閑院宮
7春仁王

八条宮（桂宮）

尚仁親王
八条宮（桂宮）

長仁親王

有栖川宮

熾仁親王

光格天皇119

孝明天皇121

明治天皇122

大正天皇123

昭和天皇124

上　　皇125

今上天皇126

仁孝天皇120 桂宮

盛仁親王

桂宮

節仁親王
桂宮

淑子内親王

※閑院宮の系図は、『四親王家実録総目次附四親王家系図』によりました。
※閑院宮継承を主としたため、系図表記の一般例に則してない部分があります。

～～
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伏見宮

邦道親王

第
Ⅳ
期

閑
院
宮
実
録
全
10
巻

 



●

直
仁
親
王
〔
な
お
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）〜
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

東
山
天
皇
の
皇
子
。
中
御
門
天
皇
の
同
母
弟
。
異
母
姉
に
秋
子
内
親
王
（
伏
見
宮
貞
建
親
王
妃
）。
東
山
天

皇
は
、
直
仁
親
王
誕
生
直
前
に
第
一
子
で
あ
る
秋
子
内
親
王
へ
譲
位
を
企
図
し
た
と
さ
れ
る
。
宝
永
七
年

八
月
新
宮
家
創
設
が
決
定
さ
れ
、
八
年
後
の
享
保
三
年
、
霊
元
上
皇
よ
り
宮
号
と
所
領
一
千
石
を
下
賜
さ

れ
閑
院
宮
初
代
当
主
と
な
る
。
同
年
親
王
宣
下
。
王
子
淳
宮
は
鷹
司
家
を
継
承
（
鷹
司
輔
平
）、
王
女
の
倫

子
女
王
は
将
軍
徳
川
家
治
室
、
室
子
女
王
は
京
極
宮
（
桂
宮
）
公
仁
親
王
（
霊
元
天
皇
皇
子
・
文
仁
親
王
の

孫
）
妃
。

●

典
仁
親
王
〔
す
け
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）〜
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

閑
院
宮
直
仁
親
王
の
第
二
王
子
。
妃
は
中
御
門
天
皇
の
皇
女
成
子
内
親
王
。
寛
保
三
年
親
王
宣
下
。
安
永

八
年
、
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
第
六
王
子
師
仁
親
王
が
践
祚
（
光
格
天
皇
）
す
る
。
寛
政
三
年
、
光

格
天
皇
は
典
仁
親
王
に
太
上
天
皇
の
尊
号
宣
下
を
決
定
す
る
が
、
こ
れ
を
認
め
な
い
幕
府
と
対
立
。
追
贈

は
御
桜
町
上
皇
・
鷹
司
輔
平
等
の
周
旋
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
典
仁
親
王
に
は
一
千
石
が
加
増
さ
れ
た

（「
尊
号
一
件
」）。
明
治
一
七
年
、
慶
光
院
お
よ
び
太
上
天
皇
の
号
が
追
謚
さ
れ
た
。

●

美
仁
親
王
〔
は
る
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

宝
暦
七
年
（
一
七
五
六
）〜
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

典
仁
親
王
の
第
一
王
子
。
宝
暦
一
三
年
親
王
宣
下
。
王
女
の
貞
子
女
王
は
田
安
斉
匡
室
、
宣
子
女
王
は
有

栖
川
宮
韶
仁
親
王
妃
。
安
永
八
年
、
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
異
母
弟
の
師
仁
親
王
と
伏
見
宮
家
の
貞

敬
親
王
が
継
嗣
候
補
と
な
る
。
朝
廷
内
合
議
の
末
、
師
仁
親
王
が
儲
君
と
な
り
践
祚
（
光
格
天
皇
）
す
る

が
、
両
親
王
は
と
も
に
未
婚
で
あ
り
、
継
嗣
の
選
考
は
生
後
間
も
な
い
欣
子
内
親
王
（
後
桃
園
天
皇
唯
一

の
子
女
）
の
将
来
の
入
内
を
前
提
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
内
親
王
の
生
母
は
関
白
近
衛
内
前
の
娘
で
あ
り
、

美
仁
親
王
御
息
所
の
妹
に
あ
た
る
。
右
の
関
係
か
ら
美
仁
親
王
は
早
々
に
継
嗣
候
補
を
外
れ
た
。
後
年
、

閑
院
宮
が
無
嗣
と
な
っ
た
際
に
貞
敬
親
王
の
孫
載
仁
親
王
が
閑
院
宮
を
継
承
す
る
。

●

孝
仁
親
王
〔
た
つ
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）〜
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

美
仁
親
王
の
第
一
王
子
。
文
化
五
年
親
王
宣
下
。
文
政
三
年
に
式
部
卿
と
な
る
。
妃
は
鷹
司
政
熙
（
父
は

鷹
司
輔
平
、
祖
父
は
直
仁
親
王
）
の
娘
吉
子
。
第
三
王
子
教
仁
法
親
王
は
天
台
座
主
、
第
三
王
女
光
子
女
王

は
田
安
慶
頼
（
父
田
安
斉
匡
）
室
。
第
二
王
子
愛
仁
親
王
が
閑
院
宮
を
継
承
す
る
。

●

愛
仁
親
王
〔
な
る
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

文
化
一
五
年
（
一
八
一
八
）〜
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）

孝
仁
親
王
の
第
二
王
子
。
文
政
一
一
年
親
王
宣
下
。
天
保
一
一
年
、
仁
孝
天
皇
の
第
三
皇
女
淑
子
内
親
王

と
婚
約
す
る
が
、
婚
儀
前
に
薨
去
。
淑
子
内
親
王
は
以
後
婚
約
せ
ず
、
異
母
弟
桂
宮
節
仁
親
王
の
後
を
継

い
で
桂
宮
一
二
代
目
当
主
と
な
る
。
無
嗣
と
な
っ
た
閑
院
宮
家
は
、
愛
仁
親
王
の
実
母
鷹
司
吉
子
が
当
主

格
と
し
て
遇
さ
れ
た
後
、
明
治
五
年
に
伏
見
宮
家
か
ら
載
仁
親
王
を
迎
え
六
代
目
当
主
と
し
た
。

●

載
仁
親
王
〔
こ
と
ひ
と
・
し
ん
の
う
〕

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）〜
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）

伏
見
宮
邦
家
親
王
の
第
一
六
王
子
。
明
治
五
年
、
閑
院
宮
を
継
承
し
、
第
六
代
当
主
と
な
る
。
明
治
一
一

年
親
王
宣
下
。
陸
軍
幼
年
学
校
を
卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。
日
清
・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
、
大
正
元

年
陸
軍
大
将
、
同
八
年
に
元
帥
府
に
列
せ
ら
れ
る
。
昭
和
六
年
に
参
謀
総
長
就
任
。
同
一
五
年
軍
務
を
退

き
議
定
官
と
な
る
。
同
二
〇
年
五
月
に
薨
去
し
、
国
葬
が
行
わ
れ
た
。

「四親王家」各実録をはじめて公刊。『天皇皇族実録』に記述のない部分を埋める唯一の資料。

さ
き
に
刊
行
さ
れ
た
『
天
皇
皇
族
実
録
』
に
引
き
続

い
て
、
そ
の
続
編
と
も
い
う
べ
き
『
四
親
王
家
実
録
』

が
復
刻
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
親
王
家
と
は
、
中
世
後
期
に
創
設
さ
れ
た
伏
見
宮

家
を
始
め
、
近
世
初
〜
中
期
に
か
け
て
設
立
さ
れ
た
八

条
宮
（
後
に
常
磐
井
宮
、
京
極
宮
、
桂
宮
と
改
称
）、
高
松

宮
（
後
に
有
栖
川
宮
と
改
称
）、
閑
院
宮
を
総
称
す
る
名
称

で
あ
る
。
四
親
王
家
は
、
当
初
必
ず
し
も
皇
統
維
持
の

観
点
で
設
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
遅
く
と

も
近
世
中
期
こ
ろ
か
ら
、
皇
位
継
承
の
危
機
に
備
え
る

た
め
と
す
る
認
識
が
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
各
宮

家
の
代
々
当
主
は
天
皇
の
猶
子
あ
る
い
は
養
子
と
な
っ

て
親
王
宣
下
を
受
け
て
親
王
と
な
り
、
皇
位
継
承
に
備

え
つ
つ
近
世
末
期
に
及
ん
だ
。

四
親
王
家
と
天
皇
家
の
関
係
は
こ
の
よ
う
に
密
接
で

あ
り
、『
四
親
王
家
実
録
』
も
ま
た
『
天
皇
皇
族
実
録
』

の
一
環
と
し
て
編
修
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
四
親
王
家
代
々
の
親
王
お
よ
び
そ
の
妃
・

王
子
女
等
の
事
蹟
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
に
当
た
る
天
皇

の
実
録
に
組
み
込
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
実
録
の
様
態
・

内
容
が
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
四
親
王
家
の
実
録
に
つ
い
て
は

『
天
皇
皇
族
実
録
』
と
は
別
に
『
四
親
王
家
実
録
』
と
し

て
編
修
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
四
親
王
家
実
録
』
の
体
裁
は
『
天
皇
皇
族
実
録
』
に

な
ら
い
、
親
王
家
ご
と
に
編
年
綱
目
体
で
編
修
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
年
月
日
ご
と
に
ま
ず
綱
文
を
立
て
、

そ
の
後
に
綱
文
の
根
拠
と
な
る
史
料
を
配
列
す
る
。
引

用
史
料
は
各
宮
家
当
主
の
日
記
、
宮
家
の
家
職
に
関
す

る
日
誌
を
始
め
、
公
家
日
記
、
関
連
寺
社
の
記
録
類
、

ま
た
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
近
衛
家
陽
明
文
庫
な
ど
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
信
頼
性
の
高
い
史
料
を
広
く
収
集
し
掲
載

し
て
い
る
。
引
用
史
料
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
も
多
く
含
ん
で
お
り
、『
四
親
王
家
実
録
』
が

と
り
わ
け
近
世
を
中
心
と
す
る
公
家
社
会
史
研
究
に
資

す
る
点
は
少
な
く
な
い
。

『
四
親
王
家
実
録
』
は
宮
内
省
図
書
寮
に
お
い
て
一
九

四
四
（
昭
和
一
九
）
年
当
初
の
紀
事
本
末
体
の
体
裁
か
ら

編
年
綱
目
体
へ
の
組
み
替
え
作
業
が
始
め
ら
れ
た
が
、

一
九
四
五
年
の
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
に
と
も
な
い
、

編
修
事
業
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一

九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
は

『
四
親
王
家
実
録
』
の
編
修
を
新
事
業
と
し
て
開
始
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
が
、
翌
年
明
治
百
年
記
念
準
備
会
議

が
『
明
治
天
皇
紀
』
の
公
刊
を
決
め
、
宮
内
庁
編
修
課

が
こ
れ
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
同
課

で
は
二
つ
の
大
き
な
事
業
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
と

な
り
、
当
初
の
編
修
計
画
は
大
幅
に
遅
延
し
た
が
、
一

九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
三
月
に
い
た
り
『
四
親
王
家
実

録
』
は
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

『
四
親
王
家
実
録
』
に
は
四
〇
七
名
の
皇
族
の
事
蹟
が

二
九
四
冊
に
ま
と
め
て
収
載
さ
れ
、
総
目
次
・
系
図
一

冊
が
添
え
ら
れ
た
。
ま
た
別
に
実
録
本
編
よ
り
綱
文
を

抄
出
し
た
抄
出
本
五
部
（
一
部
三
三
冊
）
が
作
成
さ
れ
た
。

宮
家
ご
と
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

総
目
次
・
系
図

一
冊

伏
見
宮
家
　
　
　
二
四
七
名

一
二
九
冊

桂
宮
家
　
　
　
　
三
七
名

三
五
冊

有
栖
川
宮
家
　
　
七
五
名

九
〇
冊

閑
院
宮
家
　
　
　
四
八
名

四
〇
冊

『
伏
見
宮
実
録
』
か
ら
順
次
刊
行
し
、
今
回
は
第
Ⅳ
期

と
し
て
『
閑
院
宮
実
録
』
を
二
回
に
分
け
て
刊
行
す
る
。

多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
ん
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

刊行のことば

藤井讓治
FUJII Joji

吉岡眞之
YOSHIOKA Masayuki

岩壁義光
IWAKABE Yoshimitsu

四
親
王
家
と
親
王
宣
下
に
つ
い
て

元
来
、
親
王
と
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
制

定
の
大
宝
継
嗣
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
、
天
皇

の
兄
弟
・
皇
子
を
表
す
呼
称
（
姉
妹
・
皇
女
は
内

親
王
）
で
あ
る
。
し
か
し
平
安
時
代
以
降
は
皇
族

の
臣
籍
降
下
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
一
方
、
天
皇

の
兄
弟
姉
妹
、
皇
子
女
で
も
親
王
宣
下
を
受
け

な
け
れ
ば
親
王
・
内
親
王
を
称
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
親
王
宣
下
の
対
象
は
次
第
に
拡

大
し
て
い
っ
た
。
か
く
し
て
鎌
倉
時
代
後
期
に

は
五
辻
宮
、
常
盤
井
宮
、
木
寺
宮
な
ど
、
当
主

が
親
王
宣
下
を
蒙
っ
て
宮
家
の
称
号
を
代
々
継

承
す
る
世
襲
親
王
家
が
成
立
し
た
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
宮
家
は
室
町
時
代
中
・
後
期
に
は
姿
を

消
し
た
。

四
親
王
家
は
世
襲
親
王
家
の
延
長
上
に
位
置

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
に
は
ま
ず
崇

光
天
皇
（
北
朝
第
三
代
）
の
第
一
皇
子
栄
仁
親
王

を
祖
と
す
る
伏
見
宮
家
が
成
立
し
、
つ
い
で
室

町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
正

親
町
天
皇
の
皇
孫
智
仁
親
王
に
始
ま
る
八
条
宮

家
（
後
に
常
磐
井
宮
、
京
極
宮
、
桂
宮
と
改
称
）、

後
陽
成
天
皇
の
皇
子
好
仁
親
王
を
祖
と
す
る
高

松
宮
（
後
に
有
栖
川
宮
と
改
称
）、
東
山
天
皇
の
皇

子
直
仁
親
王
を
初
代
と
す
る
閑
院
宮
が
成
立
し

た
。
こ
れ
ら
の
親
王
家
は
後
に
四
親
王
家
と
総

称
さ
れ
た
。
各
宮
家
の
歴
代
当
主
は
お
お
む
ね

天
皇
・
上
皇
の
養
子
も
し
く
は
猶
子
と
し
て
親

王
宣
下
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
家
を
継
承
し

つ
つ
幕
末
に
及
ん
だ
。

◆

本
文
見
本
◆
約
64
％
に
縮
小
し
て
あ
り
ま
す
。『
直
仁
親
王
実
録
』
よ
り
。

閑
院
宮
歴
代
親
王
略
歴
（
作
成
・
ゆ
ま
に
書
房
編
集
部
）

本
書
の
内
容
と
特
徴

『
四
親
王
家
実
録
』と
は

伏
見
宮
・
桂
宮
・
有
栖
川
宮
・
閑
院
宮
の
四
宮
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
血
統
を
天
皇
に
承
け
、

代
々
親
王
宣
下
を
受
け
て
宮
家
を
世
襲
し
て
き
た
。
歴
史
的
に
は
、
宮
家
よ
り
皇
統
を

継
い
だ
場
合
や
逆
に
皇
子
に
し
て
宮
家
を
継
い
だ
場
合
も
あ
り
、
四
親
王
家
と
天
皇
家

の
関
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
天
皇
皇
族
実
録
』
に
各
宮
家

に
属
す
る
皇
族
の
事
蹟
を
併
載
す
る
こ
と
は
、
困
難
か
つ
相
応
し
く
な
い
と
言
う
こ
と

で
『
天
皇
皇
族
実
録
』
編
修
の
際
に
別
に
『
四
親
王
家
実
録
』
の
編
修
が
予
定
さ
れ
、

四
親
王
家
に
属
す
る
皇
族
の
実
録
は
省
か
れ
た
。

『
四
親
王
家
実
録
』の
成
立

『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
印
刷
が
完
了
し
た
一
ヶ
月
後
の
昭
和
一
九
年
八
月
か
ら
『
四
親
王

家
実
録
』
の
編
修
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
当
初
の
意
図
か
ら
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
敗
戦
を
迎
え
事
業
は
中
止
と
な
っ
た
。
戦
後
『
貞
明
皇
后
実

録
』、『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
の
編
修
完
了
を
経
て
昭
和
四
〇
年
四
月
に
事
業
が
再
開
さ

れ
た
が
、『
明
治
天
皇
紀
』
公
刊
事
業
に
よ
り
ま
た
も
や
編
修
が
遅
れ
、
よ
う
や
く
昭
和

五
九
年
三
月
編
修
事
業
が
終
了
し
た
。
幕
末
維
新
の
際
に
伏
見
宮
家
か
ら
独
立
し
た
宮

家
の
皇
族
に
つ
い
て
は
、『
明
治
以
後
皇
族
実
録
』
と
し
て
後
に
編
修
さ
れ
た
。

『
天
皇
皇
族
実
録
』を
補
完

『
天
皇
皇
族
実
録
』
で
省
か
れ
て
い
た
、
各
宮
家
に
属
す
る
皇
族
の
事
蹟
で
あ
る
『
四
親

王
家
実
録
』
の
公
刊
に
よ
り
、
真
の
意
味
で
の
『
天
皇
皇
族
実
録
』
の
完
成
と
な
る
。

近
世
公
家
社
会
研
究
に
有
益

近
世
に
書
か
れ
た
未
公
刊
の
日
記
を
大
量
に
含
ん
で
お
り
、
近
世
公
家
社
会
研
究
に
も

大
変
有
意
義
で
あ
る
。

解
説

『
四
親
王
家
実
録
第
Ⅰ
期
伏
見
宮
実
録
』
の
最
終
巻
に
解
説
を
収
録
。


